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 〟卵蜉w教育センター:共通教育，学部専

  門教育，大学堰雷ｳ育に関するカリキュ

  ラム，授業担当，単位認定等に関する

  業務を行う

 ②アドミッションセンター:各種の入試

  に関する業務を行う

 ③国際センター:留学生，国際交流，国

  際協力等に関する業務を取り扱う

 ④学生支援センター:学生生活および課

  外活動の支援学生相談および就職の

  支援に関する業務を取り扱う

 ⑤保健管理センター:健康管理およびメ

  ンタルヘルスに関する相談に対する業

  務を取り扱う

 ⑥エクステンションセンター:学内外に

  おける正規の授業以外の教育活動に関

  する業務を取り扱う'

の6センターから成っている。

 大学教育求絡¥は，学生生活全般にわたっ

て総合的にケア出来るシステムとなってお

り，以前より学生の悩みや課題に効果的に

対応できるようになってきたと感じている。

同求絡¥には専任教員24名を配置している

が，それぞれのセンター業務に精通した専

門家を配置しているのが特徴である。教員

としての職務以外に各センターの専門的業. 

務を果たすというセミプロ集団である。た

だ，大学教育求絡¥の在り方についても，こ

れで十分というわけではなく，PDCA(企

画一実施一評価一改善)サイ、クルに沿って，

毎年改善を余儀なくされている。次の章か

ら，'6センターの活動の中で，学生の質の

低下に対応する2，3の取り組みについて

紹介してみたい。
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  3，弾力的な入試政策と広報活動

 多様化する学生意識の変化に対し，大学

の教育・研究内容や人材育成の基本方針を

受験生や保護者，あるいは高校や予備校な

どに正しく伝えることが出来ているかどう

かは，今後の大学運営に極めて大きな影響

を及ぼす。磨乱l化後大学間競争が激しく

なる一方，少子化で受験生はどんどん減少

している。受験生にとって魅力ある大学に

ならなければ学生定員が充足できなくなる

目が間近に迫っていると考えられる。

 学生にとって魅力ある大学とはどんな

大学であろうか。一言では言い表せないが，

教養教育を含む専門教育をきっちりとやる

のは当然のこととして，〟卵ｲ業や修了時に，

社会に出ても十分に対応できる能力や課題

探求力を持った人間力豊かな人材育成が出

来る大学，②学生生活を満足に過ごせる環

境や学生支援体制を持ち，実施できる大学，

③学生のメンタルヘルスや就職相談に適切

に対応でき，就職率の高い大学，の3つが

重要であると考えられる。現実には，これ

らに関する実績をしっかり積み重ね，社会

の評価と認知をもらうことである。

 山口大学では，数年前から県内外の高校

や地域に対する説明会を積極的に進めてい

る。大都会での説明会を単独で実施すれば

経費が高くつくため，数大学合同の説明会

も開催している。来年度からは他の都市で

も地方試験場を開設することとしている。

また，AO入試の充実や地域枠の導入など

多様な選抜方磨翌�ﾀ施し，地方都市の持つ

安全性や勉学環境などの良さを広報しなが

ら，志願者増の努力を続けている。
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 4. 学生の能力を引き出す教育(共育)

 多様な学力を持つ学生に対しては，能力

に応じたカリキュラムを設定し，目標を持

たせて勉学させることが重要である。山口

大学では，理系基礎科目の学力が低い学生

には，入門科目等を設定して学力の充実を

図るとともに，優秀な学生には授業料免除

などの特待生制度を導入して，勉学を奨励

している。また，，基礎的な実力を備えた人

材を輩出するために，アドミッション・ポ

リシーとグラデュエーション・ポリシーを

結ぶ一貫した学士課程教育の効率的なカリ

キュラム編成と日常的なPDCAサイクルを

動かしている。

 さらに，学生の自主的な企画・実践力

を養うために実施している「おもしろプロ

ジェクト」(学生が自主的に企画・立案・

実施・成果報告を全て行うプロジェクトで，

1プロジェクト20～60万円の経費で実施。

2005年度に文部科学省の教育改善GPに採

択されている。)も11年目を迎え，課題探

求能力を備えた人材育成教育(二三)を実

施し，成果があがっている。

 5. 学生支援の充実した大学づくり

 学生が目標と目的意識を持って勉学に励

み，充実した学生生活を送るためには，教

育環境の整備と教員・職員・学生の3者が

一体となった大学づくりが必要不可欠であ

る。初等・中等教育における教師から学生

への一方通行的な教育ではなく，山口大学

ではお互いに刺激し合いながら成長してい

く「教育＝二三」を目標に教育改善と意識

改革を進めている。
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 学生支援の大事な柱である，〟藍ﾗ学や

メンタルなど各種の相談に対応する学生相

談部，②課外活動や生活を支援する学生生

活支援部，③就職相談および就職活動を支

援する就職支援部，からなる学生支援セン

ターを2003年に設置した。センターには

専任教員2名，兼任教員3名および非常勤

カウンセラー2名を配置し，年間6，000件

を超える各種の学生相談と支援を実施して

いる。学生からの評価も高く，学生のキャ

リアデザインの成果も挙がってきている。

  6. おわりに

 山口大学では，教職員・学生共に力を合

わせて魅力ある教育と個性豊かな大学づく

りを進めているが，全てにうまくいってい

るわけではなく，新しい企画を実施しよう

とするたびに，各種の課題にぶつかって苦

労しているのが現状である。しかし，誠心

誠意，ねばり強く議論し，説得すれば必ず

関係者の理解が進むと信じているが，今後，

改善しなければならない課題も数多く残さ

れている。

 ここで紹介した山Pt大学での取り組みは，

既に多くの大学で実施されていることも多

いと思われる。また，大学によってその規

模や設置基準が異なるため，大学間の状況

が大きく異なっており一律に論じることは

『出来ないが，全入時代を迎えた今，これに

対する取り組みの基本方針は大学間でそれ

ほどに大きくは変わらないものと思われる。

本学の取り組みが少しでも他大学の参考に

なれば幸甚である。

        (山口大学長/土壌生化学)
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